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川

は足立のビッグ ・ステ ー ジ
空 と川か ら

ふ るさ
と 再発見

S K Y & R
I V E R

フォ
ー ラム

私
た
ち
は
。
河
川
、
水
の
旱
恵
を
受
け
、
時
に
は
、
水
と
戦
い
、
長
い

年
月
を
水
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た

。
し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
な
ど
に

よ
り
、
水
辺
は
、
私
た
ち
か
ら
遠
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
今
、
河
川
は
、
水
辺
空
間
の
開
発
・
再
生
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
場

と
し
て
ふ
た
た
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
河
川
等
を
舞
台
に
計
画

さ
れ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
か
ら
「
S
K
Y
&
R
1
V
E
R

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
「
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
」
「
手
作
り
い
か
だ
レ
ー
ス

」「
足
立
ま
つ
り
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

a
世
紀
へ
向
け
た
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
開
演
で
す
。

「
天
高
く
、
馬
肥
ゆ
る
秋
」

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と

、
空
と

川
か
ら
足
立
散
策
。
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
乗
つ
て

、
上
空
か
ら
足
立
の

町
並
み
や
自
然
を
眺
め
て
み
ま
せ

ん
か

。
あ
な
た
の
冢
や
学
校
を
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

ま
た

、
川
か
ら
、
水
上
バ
ス
に

乗
つ
て
足
立
の
水
辺
を
眺
め
て
み

て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
き
っ

と
新
し
い
風
や
水
、
緑
を
発
見
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

『
S
K
Y
&
R
I
V
E
R

フ
ォ

ー
ラ
ム

』
-
こ
れ
は
、
足
立
の
町

並
み
や
自
然
を
再
発
見
し
て
も
ら

い

、
郷
土
意
識
の
高
揚
と
観
光
文

化
の
発
展
向
上
を
図
つ
て
い
く
も

の
。
ま
た
、
参
加
者
の
声
を
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
あ
な

た
。
大
勢
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
9

月
2
4日
(
日
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
(
荒
天
の
堤
合

中
止
)

場
所

足
立
区
上
空
、
隅
田
川
お

よ
ぴ
荒
川

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
・
在
学

の
方

内
容

①
S
K
Y
・
イ
ベ
ン
ト
・
:

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
(
7
人
乗
り
)

に
よ
る
、ふ
る
さ
と
再
発
見
。1

回
の
飛
行
時
間
は
約
2
0分
。
飛

行
終
了
後
、
穆
加
者
と
関
係
者

で
語
り
合
う
「S
K
Y

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
予
定

②
R
I
V
E
R

・
イ
ベ
ン
ト
・・
永
上
バ
ス
に

ょ
る
緑
や
水
辺
の
再
発
見
。
経

路
は
吾
妻
橋
の
桟
橋
～
隅
田
川

よ

岩
渕
水
門
T

荒
川
～
東
京

港
～
隅
田
川
～
吾
妻
橋
の
棧
桾
(

所
要
約
4
時
間
)
。
船
の
中
で

の
楽
し
い
イ
ペ
ン
ト
を
検
討
中

募
集
人
員

①
ス
カ
イ
・・・
4
0人

②
リ
バ
!

・・
川
人

い
ず
れ
も

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

応
募
方
法

①
往
復
(
ガ
キ
に
、

「
足
立
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」を

図
る
自
作
の
襟
語
を
配
入
し
て

応
募

②
「
足
立
区
の
未
来
像
」

に
つ
い
て
の
絵
や
イ
ラ
ス
ト
、

ま
た
は
椢
字
程
度
の
作
文
に
よ

る
応
募
(
返
信
用
(
ガ
キ
を
必

ず
同
封
)
。①
②
ど
ち
ら
か
を
選

ぴ
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
(
年
齡
)
、
勤
筋
先
・
学

校
名
(

学
年
)
お
よ
ぴ
①
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
、
②
水
上
バ
ス
の
う

ち
第
―
希
望
、
第
2
希
望
を
記

入
(
返
信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所

・
氏
名
を
記
入
)

応
募
期
限
9

月
5
日
必
着

※
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

返
信
用
(

ガ
キ
で
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
集
合
場
所
・

時
間
等
詳
細
は
、
決
定
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

主
催

足
立
区
・
足
立
区
観
光
協

会
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企

回
課
(
〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8

　
眤
1
1
1
1

㈹
)

第2 回
手
作
り
い
か
だ
レ
ー
ス

9
月
1
7
日
( 日)
午
後
1
時
ス
タ
ー
ト

西
新
井
橋
↓
千
住
新
橋
間

か
つ
て
荒
川
は
、
ポ
ー
ト
や
ヨ

ッ
ト
、
水
脉
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
、
憇
い
の
場
と
し
て
人
々
か
ら
観
し

ま
れ
、当
時
を
知
る
人
々
に
と
つ

て
は
、
古
き
良

き
思
い
出
の
場

と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
今
、

こ
の
荒
川
を
舞

台
に

、
新
た
な

思
い
出
づ
く
り

の
1
ぺ
I
ジ
と

し
て

「
手
作
り

い
か
だ
レ

ー

ス
」
が
閲
催
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
足

立
区
青
年
団
体

連
絡
協
議
会
と

教
育
委
員
会
の

主
催
で
、今
年
、

第
2
回
目
。
こ

の
「
手
作
り
い

か
だ
レ
ー
ス
」

を
糸
口
と
し
て

、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
、
地
域
や
人
々
と
の
ふ
れ
あ

い
を
実
現
し

、
合
わ
せ
て
足
立
の

イ
メ
ー
ジ
作
り
、
苛
年
活
勣
の
発

展
を

。ね
ら
い
‘
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は

、
1
8艇
の
い
か
だ
が
参

加
し
、
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
レ
ー

ス
を
展
開

。
今
年
も
一
般
2
0
艇
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
1
0艇
の
出
場
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

喬
さ
も
吹
き
飛
ぱ
す
爽
快
で
楽

し
い
レ
ー
ス
。
み
な
さ
ん
も
声
援

に
来
ま
せ
ん
か
。

※
荒
天
等
の
場
合
の
予
偉
日
、2
3

日
(
祝
)
、2
4日
(
日
)
。

問
合
せ
先

実
行
委
員
長
・
吉
田
(

　
捌
4
5
4
3
)
、
ま
た
は
川

越
(
H
1
8
2
5
9
2
)

昨
年
開
催
の
第
1
回
「
手
作
り
い
か
だ
レ
ー
ス
」

き
れ
い
な
水
辺
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー

10 月29 日(日)
荒川・毛長川・
神明六木遊歩道

「
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
」
は
、C
G
G

運
勳
の
一
員
と
し
て
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
刄
て

行
う
河
川
取
灣
掃
の
こ
と
で
す

。

昨
年
H
月
に
初
め
て
荒
川
で
実

施
さ
れ
、7
千
刪
人
の
区
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し

、
わ
ず
か
1
時
間

半
で
な
ん
と
2
冫
ト
ラ
ッ
ク
2
5台

分
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、
大
成
功
に

終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
は
1
0月
2
9日
(
日
)
、
午
前
9

時
か
ら
い‥時
ま
で
荒
川
、
毛
長

川
、
神
明
六
木
遊
歩
道
で
実
施
し

ま
す
。

※
C
G
G
C

は
ク
リ
ー
ン
「
き

れ
い
に
」
、
G
は
グ
リ
ー
ン
洵

川

敷
の
緑
」
、最
後
の
G
は
グ
リ
ー
テ

ィ
ン
グ
(
あ
い
さ
つ
)

で
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
意
味
し
、

水
辺
の
い
こ
い
、
自
然
復
活
と
と

も
に
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
い
く
連
勳
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
調

整
係

・
1
8
8
0
5
2
0
1

わ
ず
か
1
時
間
半
で
ト
ラ
ッ
ク
2
5台
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
た
昨
年
1
1月
の
河
川
敷
清
掃

足立まつり

10月14 ・15 日

足
立
区
の
商
工
業
の
活
性

化
や
。足
立
お
イ
メ
ー
ジ
ー

新
を
目
指
し
て
「
足
立
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
千
住
周
辺
で
、

荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
樓
～

西
新
井
橋
間
右
岸
)
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
北
千
住
駅
西
口

広
場

、
駅
前
通
り
、
日
光
街

道
を
予
定
。

パ
レ
ー
ド
や
バ
ザ
1

、
産

業
展

、
翹
土
芸
能
・
ス
テ
ー

ジ
、
子
弉
広
場
な
ど
楽
し
い

イ
ペ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん

。み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
ま
つ
り
委

員
会
事
筋
昜
(
柬
亰
商
エ

会
議
所
足
立
支
部

　
8
8
1
9
2
0
0

、
ま
た
は
中
央

本
町
庁
舎
・
地
域
振
興
課

　
巍
5
1
7
3
)

葦

立
ち

残
暑
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す

7
月

半

ぱ

に

は

梅

雨

も

明

け

早

々

に

台

風

の

来

襲

と

、
昨

年

と

は

勝
手

の

違

う

今

年
の

夏

。

区

を

あ

げ

て

の

暑

気

払

い

「
足

立
の

花
火

」

も
数

え

て
H

回

。4
5
万

余
の

喚

声
が

爾

天

の

星

空

に
こ

だ
ま

し

ま

し

た

。

お

子

さ
ん

に

せ

が

ま

れ

て

、

酊

山
へ

出

掛
け

ら

れ

た

方

も

多

か

っ
た

こ

と

で

し

ょ
う

。
リ
ソ

ー

ト

地
の

混

み

よ

う
は

、
想

像

に

余

り

あ
り

ま

す

。

こ

う

し
た

区

民

の

皆

さ

ん

に

こ

の

夏
か

ら

、
ぜ
ひ

ご
利

用

い

た

だ

き

た
い

と

完

成

を

急
い

で

い

た

、膓

河

原

区

民

保

養

所
「
あ

だ

ち

荘

」
。

7

月
2
0
日

の

オ

ー
プ

ン

以

来

沢

山

の

方

か
ら

お

申
し

込

み

い

た

だ

き

、
連
日

揖

室
と

い

う

、

う

れ

し

い

愬

鳴
で

し
た

。

改

築

前

の

昜

河

原

あ

だ
ち

荘

は

、
昭

和
5
0
年

に

温

泉

街

に

あ

っ

た

旅

館

を

賈

い

上

げ
て

、
皆

さ

ん

に

利

用

し

て

い

た

だ

い
て

お

り

ま

し

た

が

、
老

朽

化

等

の

た

め

、

一
昨

年

閉

館

し

、
改

築

を

進

め

て

い

た

も

の

で

す

。

大

地

震

に

も

耐

え

る

鉄

骨

鉄

筋
5

階

建
て

、
和

室
2
3
室

、
洋

室
L

靈

、収

容

人

員
1
2
5

名

。

超

音

波

大

浴
場

や

大

広
間

の

レ

ー
ザ
ー

カ
ラ

オ

ケ

も
設

備
。

開

所

式

に

出

席

さ

れ
た

地

元

・

湯

河

原

町

長

さ

ん

か

ら
、「

立

派

な

保

養

所
」

と

太

鼓

判

を
い

た

だ

き

ま

し

た
。

国

木
田

独

歩

や

夏

目

漱

石

ら

の

大

文

豪

も
愛

し

た

湯

の

町

湯

河

原

に
で

き
た

、
区

民

の

い

こ

い

の

施

般
。

伊
豆

高

原

あ

だ

ち

荘
と

も

ど

も
、

一
人

で

も
多

く

の

区

民

に

ご
利

用

い

た

だ

け

れ

ぱ

幸
い

で

す
。

区
長

古
性
直
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レ ポ ー ト あ だ ち の 計 画 最 前 線

あなたは
ど う す る! ? 今、大地震が起きたら

災害時
に備えて

先ころ、伊豆半島欒方沖の群発地綢

や伊東沖の簡底噴火が発生し、大地綢
の前ぷれかと心配されました。現在も

なお地元庄民の不安l j 皿いています。
足。9区でも、いつ大旭躙が発生するか

わかりません。大地震が巳きたときあ
なたは、どうしますか。いざという畤

あわてないよう、普段から地域や歌庭
内で防災対鯛を立てておきましょう。

9
月
1

日
は
防
災

の
日

総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

9
月
1
日
(
防
災
の
日
)
に

、
区

で
は
地
霞
災
害
に
備
え

、
区
民
剛

体
や
各
防
災
機
関
の
協
力
を
囀
て

総
合
防
災
訓
硬
を
実
施
し
ま
す

。

参
加
す
る
機
関
や
a
体
は

、
警

察
、
湾
防

、
町
会
、
自
治
会
な
ど

全
部
で
杓
4
5団
体
。参
加
人
数
は
、

お
よ
そ
2
千
人
を
超
え
る
人
訓
硬

で
す
。

肖
日
は

、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
曜
救
助
、
火
災
申
の
建
初
か

ら
の
身
体
障
害
者
の
救
出
な
ど
実

軟
さ
な
か
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。

時
間

午
前
8
時
3
0分
1
正
午

堤
所

堀
之
内
匸
J
目
地
先
荒
川

河
川
敷
左
岸

川
蒙
内
容

避
難
活
動
、
初
期
消

火
、応
急
救
護
、医
家
救
護
、
血

硬
輸
込
、
心
急
給
食
、
応
急
紿

木
、都
市
施
設
復
旧
(
竃
話
・
一

力
・
ガ
ス
・
橋
)
、提
防
防
護
、

に
急
初
資
輸
送
、
応
急
精
米
幢

送
、水
難
救
助
、災
名
弱
者
の
敦

出
、防
疫
活
動
、一
斉
放
水
馴
練

昨年の防災訓康

そ
の
日
、サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

警
戒
宣
信
伝
達
訓
練

9
月
1
日
の
午
前
9
時
3
0分
、

区
内
】
斉
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま

す
。
こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
駿
河
丹

皿
を
震
源
と
す
る
「
東
雇
旭
震
」

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
定

さ
れ
た
場
合
、
内
閣
嬉
理
大
臣
が

発
す
る
「
一

戒
宣
言
」
の
伝
達
馴

練
で
す
。

サ
イ
レ
ン
は
4
5秒
間
鳴
り
、
1
5

秒
間
休
み
ま
す
(
3

回
纈
り
返

す
)
。
各
家
庭
で
は
火
の
元
、
落
下

初
、
転
倒
物
な
ど
の
点
険
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
青
園
や
小
学
校
な
ど

で
避
難
訓
練
や
保
霞
者
へ
の
引
き

渡
し
訓
練
な
ど
を
吁
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
訓
練
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

防
災
週
間

8
月
3
0日
～
9
月
5
日

8
月
3
0
日
か
ら
9
月
5
日
は
、

防
災
週
間
で
す
。
各
歌
庭
や
事
業

所
で

も
、こ
の
朋
間
中
弌

我
が
歌

の
防
災
訓
練
」
を
呎
の
碍
惱
で
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
の
元
の
安
全
確
罷

▽
肖
火
器
具
の
点
検

▽
避
難
用
非
常
時
出
品
の
闡
贍

。

貞
検

▽
非
常
口
の
館
認
。
家
貝
な
ど
の

固
定
蔗
認

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
事
業
所
に

お
い
て
、防
災
会
巖
を
開
き
、災
害

町
に
爾
え
て
家
族
や
社
員
の
役
割

分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
で
も
あ
わ
て
な
い

日
ご
ろ
の
備
え

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
い
つ
忍
き
て
も
落
ち

普
い
て
対
応
で
き
る
た
め
の
豆
知

識
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

愀
し
ま
し
ょ
う
。

宙
あ
わ
て
ず
に
正
し
い
嘴
報
(
テ

レ
ピ
こ
フ
ジ
オ
・
区
の
広
賀
)
　

に
注
意
し
、
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ

れ
な
い

②
火
は
で
き
る
だ
け
鬯
わ
な
い

ぷ
消
火
器
、
三
角
バ
ケ
ツ
の
置
き

場
研
を
哨
肥

・
ぶ
飲
料
水
の
く
み
お
き
を
し
て

お

く

⑤
家
具
の
転
倒
防
止
を
確
認

⑥
自
助
車
や
電
話
の
使
用
を
自
粛

こ
医
薬
品
、
禽
壇
、
非
覃
時
出
品

等
を
確
昭

t
あ
わ
て
て
貿
い
急
ぎ
を
し
な
い

※
一

戒
宣
言
か
出
て
も
電
気
。
ガ

ス
、
水
道
は
平
食
通
り
収
拾
さ
れ

ま
す
。

日
ご
ろ
の
訓
練
呎
果
を
発
揮

し
、
落
ち
譱
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

生
命
、
財
産
を
守
る

災
吉
時
の
正
し
い
情
報

区
で
は
、
正
し
い
嚼
報
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

、

区
内
1
3
3力所
に
防
災
行
政
無
線
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
設
備
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
と
同
様
に
大
切
な
嘴
賀
原
と
な

り
ま
す
。
平
常
時
に
は
、
機
械
の

点
倹
を
兼
ね「
夕
や
け
放
送
峇

、
4

月
～
9
月
は
午
後
6
時
、
1
0月

I
3
月
に
は
、
午
後
5
時
に
阮
し

て
い
ま
す
。聞
こ
え
な
い
地
域
や
、
M

き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
災
害
対
策
課
(
e

膕
5
0
1
1
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
我

が
冢

の
防

災
対

策
」

入

賞

者
決

ま
る

『
我
が
覃
の
防
災
対
策
』の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

C
募
さ
れ
た
実
践
例
の
中
か
ら

厳
正
な
一

査
の
結
果
、
入
賞
一
席

に
、
千
住
河
原
町
の
小
澤
実
千
花

さ
ん
(
主
婦
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

起震車「震太くん」に

乗って地震の体験を
運行開始: 10 月1 日

予約受付: 9 月2 日から

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
称
の
5

募
を
い
た
だ
い
た
起
震
車
の
「
爽

太
く
ん
」か
完
成
し
、
1
0月
1
日
か

ら
皆
さ
ん
の
地
域
で
地
霞
体
験
釧

睫
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
会
、自
治
会
、学
校
、
S
某
所
な

ど
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
日
時
9

月
2
日
以
降

の
第
2
・
第
4
土
曠
日
、
日
曜

日
、
祝
日
を
吟
く
毎
日
、
午
前

9
時
1
午
峻
4
時
(
土
曜
日
は
、

乍
前
9
時
I
午
前
川
時
)

※
午
町
、
午
纜
各
1
回
ず
つ
運
行

す
る
予
定
で
す
。

申
込
方
法

予
定
日
の
3
ヵ
月
前

か
ら
一

括
予
約
'
先
S
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

災
害
対
策
課

霤
跏
5
0
1
1

活躍しています
消火器7, 400本

火
災
発
乍

時
の
初
期
洞

火
を
目
的
と

し
て
、町
会
、

自
冶
会
に
現

在
7
千
椢
本

の
捫
火
器
を

配
備
し
て
い

ま
す
。
こ
の

消
火
器
が
、

最
近
多
発
し

て
い
る
区
内
の
遅
娩
放
火
ゆ
件
で

も
、
め
ざ
ま
し
い
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
消
火
器
は
、
躍
難
遭

路
沿
い
の
銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
型
格

祠
箱
と
街
頭
の
赤
い
消
火
器
箱
に

入
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
!
と
い
う

と
き
に
鑠
え
て
、
近
研
の
E
董
婦

所
を
碓
-
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。火

災
で
便
用
し
た
遜
合
に
は
、

薬
剤
の
哺
兇
が
必
要
で
す
。
無
料

で
区
が
行
い
ま
す
の
で
ご
連
循
く

だ
さ
い
。

こんなに地震は起 きてい ます
( 中 央 本町庁舎地震計で確認)

災害に備えて
応急給水槽を増設

64万区民の2. 3日 分

旭
震
災
害
時
に
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
C

急
紿
水
槽
を
般
置
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
の
筋
力
に
よ
り
今
年
3

月
、
諏
訪
木
欒
公
園
内
に
区
内
で
3

基
め
の
応
急
紿
水
槽
か
完
成
し

ま
し
た
。

こ
れ
で
4
干
沺
い
の
貯
水
釐
と

な
り
、
区
民
全
貝
の
2
-
3
日
分
の
飲

料
水
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

大
災
害
に
は
3

日
分
の
飲
糾
水

か
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

応
急
給
水
唐
を
あ
と
1

基
東
部
地

域
に
般
置
す
る
予
足
で
す
。
各
覃

啀
で
も
、
災
害
吟
に
囀
え
て
飲
料

水
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

諏訪木東公園内に完成した応急給水槽

一
時
集
合
場
所
に
標
示
板

災
害
発
生
時
に
は
、
町
会
、
自

治
会
単
位
で
、
一
時
築
台
場
所
に

集
ま
り
、
そ
の
唆
一
察
官
等
の
誘

通
で
、
避
曜
場
所
へ
避
難
す
る
方

法
が
最
還
で
す
。

「
一
時
集
合
場
芒

は
、
各
町

会
、自
冶
会
で
選
定
し
て
い
ま
す
。

ご
家
慶
全
員
で
礎
肥
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

な
お
避
難
場
所
の
近
く
に
お
住

ま
い
の
方
は
'
e

接
避
難
場
所
へ

集
き
し
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
一
時
集
合
場
所
を
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
今
年

厦
か
ら
獺
示
皈
を
順
次
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

▲ 一時集合場所
マーク?

も
し
も
の
時
に
備
え

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

災
害
対
策
課
　
8
8
0
5
0
1
1

区
で
は
、
で
き
る
限
り
の
防

災
対
策
を
考
え
、
も
し
も
の
時

に
儒
え
て
い
ま
す
。

防
災
関
係
に
つ
い
て
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ち
び
っ
こ
た
ち
が

備
蓄
倉
庫
を
見
学

7
月
1
5日
に
、
区
2
元
宿

小
幸
校
の
4

年
生
7
0人
が
千

匡
桜
木
備
蓄
龠
囃
を
見
学
し

ま
し
た
。

児
重
た
ち
は
、
こ
の
見
学

会
か
ら
防
災
に
関
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
大
慶
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
児
童

た
ち
か
ら
、
先
日
災
害
対
策

諜
に
た
く
さ
ん
の
か
わ
い
い

便
り
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
1
つ
を
紹
介
し
ま
す
(

紙
面
の
鮖
き
上
、
一
部
割

愛
し
ま
し
た
)
。

元
宿
小
学
校
四
年
二
岨

旦
月
由
起
子

ぴ
ち
く
そ
う
塞
を
見
学
し

て
、
分
か
っ
た
亊
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

か
ん
パ
ン
は
、
Ξ
年
ご
と

に
と
り
か
え
て
、
五
年
す
ぎ

た
ら
、
食
べ
初
の
な
い
国
に

送
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ

た
し
は
、
そ
う
す
れ
ば
食
べ

初
の
な
い
国
も
か
ん
パ
ン
を

食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
大
じ
ょ

う
ぶ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
と
か
ら
分
か
っ
た
事

は
、
足
立
区
に
は
、
七
つ
の

び
ち
く
そ
う
S
が
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
は
、
三

年
ご
と
に
と

り
か
え
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
粉

ミ
ル
ク
を
飲
む
の
な
ど
に
便

う
と
い
う
こ
と
か
分
か
り
ま

し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
S
が
分
か
っ

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
足

立
区
の
人
々
の
た
め
に
、
仕

亊
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

消
火
器
購
入
の

ポ

イ

ン

ト

消
火
膊
に
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

買
い
求
め
る
場
台
は
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
必
ず
国
家
検
定
マ
ー
ク
の

つ
い
て
い
る
も
の
を
遇
ぶ

こ
と
。

▽
詰
め
替
え
や
点
倹
な
ど
の

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
晩

明
を
よ
く
聞
い
て
お
く
。
7

冢
底
で
は
、
ど
の
種
類
が

直
当
か
、
ま
た
設
置
場
所

な
ど
に
つ
い
て
g
の
人
と

よ
く
相
談
す
る
こ
と
。

▽
家
庭
用
と
し
て
は
、
粉
末

消
火
器
で
|
。
5冫(
4
型
苡

上
の
も
の

が
効
果

的
で

す
。

※
区
役
所
や
消
防
瞽
で
は
、

消
火
器
な
ど
の

防
災
器
具
を

販
売
す
る
こ
と
は
一
切
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
思
賢
な
訪
問

販
売
に
注
憲
し
て

く
だ
さ

し

防
災
区
民
組
織
消
火
隊

地
域
の
火
災
で
大
活
躍
!

婦
人
隊
も
元
気
い
っ
ぱ
い
!

『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
区

内
ほ
ぼ
全
策
に
わ
た
っ
て
町
会
、

自
冶
会
の
防
災
区
民
組
嗽
が
結
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
め
ざ
ま
し
い
巵

鑼
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

二
球
紹
介
し
ま
す
。

関
原
二
丁
図
南
町
会
消
火
隊

は
、
4

月
7

日
発

生
し
た

火
災
の
際
、
積

極
的
に
消
火
活

勣
し
、
多
大
な

効
果
を
あ
げ
、

被
害
の
軽
減
に

貢

献
し
ま

し

た
。
区
で
は
、

こ
の
よ
う
な
功

労
に
覗
い
る
た

め
S
謝
状
を
一

皇
し
ま
し
た
。

宮
城
第
三
団

地
自
冶
会
消
火

瞭
は
、
昭
和
6
3

年
2
月
に
結
既
さ

れ
た
新
し
い
消
火

隊
で
す
。
隊
員
が

全
員
女
性
で
構
成

さ
れ
、
毎
月
消
防

一

の
揖
導
の
も
と

小
型
可
搬
ポ
ン
プ

の
訓
練
を
重
4

昨
年
の
ポ
ン
プ

操
法
大
会
で
は
、
上
位
入
賞
峇
槊

た
し
ま
し
た
。

区
民
の

皆
さ
ん
も
、
防
災
区
民

組
歌
や
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
防
災
行
励
力
を
身
に
付

け
、
い
ざ
!
と
い
う
溽
の
た
め
に

偉
え
て
く
だ
さ
い
。

区
民
組
織
消
火
隊
の
訓
練
風
景

いざ! という時に備えて、がんばってます

防
ご
う
放
火
事
件

Z
の
西
部
地
域
で
、
放
火
か
原

因
と
み
ら
れ
る
火
災
か
急
増
し
て

い
ま
す
。
西
新
井
消
防
一
に
よ
る

と
、
7
月
1
6日
ま
で
に
4
6
件
の
放

火
穴
災
が
発
生
、
昨
年
に
く
ら
べ
2

魯
近
く
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
7
月
に
は
、
一
晩
で
連
続
7

件
も
発
生
す
る
な
ど
、
区
民
生
紙

を
お
ぴ
や
か
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
、
お
隣
り
圜

士
、
互
い
に
気
を
付
け
合
い
、

特
に
次
の
貞
に
注
恵
し
ヴ之

だ
"

い
。

▽
覃
や
殖
初
の
周
り
に
は
燃
え
や

す
い
初
を
置
か
な
い
よ
う
に
食

に
塵
理
整
と
ん
を
し
て
お
く

▽
夜
間
は
門
灯
や
衝
灯
を
点
灯
し

て
、
歌
の
岡
り
は
明
る
く
し
て

お
く

▽
就
寝
時
、外
出
時
に
は
、
箜
朏
、

初
置
、
瞋
禀
な
ど
に
も
必
ず
輿

を
か
け
る

▽
隣
近
所
で
話
し
合
い
、
地
岐
ぐ

る
み
の
防
止
体
制
を
考
え
て
お

く

非
常
持
出
品
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

備 えあ れば …

区
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
り

災
者
用
に
、
乾
パ
ン
や
毛
布
な
ど
4
2

種
類
に
も
及
ぶ
生
活
必
需
品
を

冨
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
時
に
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
は
区
の
傭
一
初
資

だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
自
給
自
足
的
な
手
立
て

か
必
要
と
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら

非
常
持
出
品
を
用
意
し
て
、
災
害

時
に
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《 非常持出品例》

「
そ
の
う
ち
に
や
る
」で
は

お
そ
い
健
康
づ
く
り

健
康
増
進
普
及
月
間

健
康
に
対
す
る
不
安
と
し
て

。

【
体
力
が
衰
え
て
き
た

】と
思
う

人
か
多
い
よ
う
で
す
。
体
刀
の
衰

え
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
は
「
運
動

を
す
る
よ
う
に
し
た
い
」「
塩
か
ら

い
も
の
を
控
え
た
い
」
と
思
っ
て

も
、
な
か
な
か
実
行
に
移
す
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
厄
日
を
健
康
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
健
康
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
今
す
ぐ
生
活
の

中
で
、
で
き
る
行
励
を
起
こ
す
こ

と
が
大
切
で

す
。

健
康
・
采
養
に
関
す
る
相
談
は

各
保
健
所
、
隈
健
相
談
所
で
吁
っ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Λ
各
俣
健
所
・
保
健
相
談
所
　

栄
養
士
V

老
人
健
康
診
査

老
人
健
康
診
重
は
、
6
5歳
以
上

の
方
(
大
正
1
4年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
)
、
お
よ
び
4
0
歳
以
上

で
在
宅
寝
た
き
り
の
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
受
診
で
壽
ま
す
。

Λ
6
5浚
以
上
の
方
V

受
診
禀
を
8
月
末
ま
で
に
、
全

貝
の
方
に
送
る
予
定
で
す
。

Λ
4
0筬
以
上
で
穫
た
き
り
の
方
V
　

医
師
が
筋
問
し
て
僵
原
訟
査
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
男
は
、
9

月
2
0日
(

恣

ま
で
に
一
括
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
票
を

送
り
ま
す
。
健
穆
日
は
、
医
療
機

関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程
9
月
1
日
～
3
0
日

堤
所
W

色
の
『
本
院
は
老
人
健

康
尠
竃
実
施
会
場
で
す
』
の
I
　

仮
の
あ
る
区
内
の
医
療
厩
関

診

蒼
内
容
7

一
般
診
査
・
・・
問

診
、
理
幸
的
黔
祭
、
尿
・
皿
液

倹
査
、
生
化
学
検
査
、
血
圧
剛

定
、
身
体
計
測

▽
樗
密
倹
査
(
一
般
診
査
の
結

果
、
必
賢
と
さ
れ
た
方
)
=
・
心

一
図
一
眼
底
臉
査
、
脚
部
X
線

倹
査

、
糖
負

荷
試

験
の

う
ち

必

薺

な

検
轟

S
用

『'・
無
料
(

た
だ

し

、

前
記

診

重
内

容
以
外

の
検

査

・
冶
療

を

行
っ

た
場
合

は
有

料
)

持

命
す

る
も
の

受

診

票

、

偈
康

保
険

証

柬

老
人
医

療
証

、
健

康
手

帳
を

お

持

ち
の

方

、
ま

た
生

活

保
護
受

給

者
は

保

護
の
し

お
り

を

必
ず

ご
持

番

く
だ

さ
い

。

申

込
・

問
合
せ

先

太

庁
舎

・
保

鴒
予

防
係

さ

貎
1
1
1
1

㈹

巡
回
健
康診
査

吹
人
痾
予
防
の
た
め
、
巡
回
健

康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
・
珊
所
左
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
午
後
1
蒔
4
5
分
I
2
　

時
4
5
分
(
夜
間
健
診
は
午
後
6
　

眄
～
?
時
)

対
象

主
降
、自
営
業
、商
店
で
匂

い
て
い
る
方
な
ど
で
、
ほ
か
で

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
3
0
　

蔵
以
上
の
区
民
(
た
だ
し
結
核

・
鬩
が
ん
検
診
は
1
6
蔵
以
占

検
亶
内
容

▽
結
核
・
腮
か
ん
椣

診
(
胸
部
X
礫
間
接
撮
彫
)
　

▽
循
環
器
検
診
(
血
圧
測
足
、

尿
映
重
な
ど
)

7
歯
科
検
診
(
虫
曲
、
歯
石
な

ど
)

費
用

Ⅲ
円

Λ
産
意
▽

▽
X

繚
撮
彫
を
行
い
ま
す
の
で
、

僉
異
類
の
つ
い
て
い
な
い
下
S
　

を
魯
用
し
て
く
だ
さ
い

▽
貫
S
品
の
お
預
か
り
は
で
き
ま

せ
ん

▽
自
動
申
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

▽
健
聚
手
帳
を
お
持
ち
の
男
は
必

ず
ご
梓
番
く
だ
さ
い

※
検
査
の
結
果
、
必
要
が
あ
る
婦

合
は

、

後
日

精
廊

診
査

を
行

い
ま

す
(

賢

用
・
『
・
知
円

、
循

環
器

検
診

の

み

』
。

愿
栓
訟
竃
、精
密
診
査
と
も
生

活
保
皿
・
庄
民
税
非
課
観
世
帝
等

の
方
は
、s
用
を
免
除
し
ま
す
。

申
a

方

法

ぼ
接

会
一

へ

問

合
せ

先

足

立

保
健

所
(

さ
8
5
5
　
4
1
5
1
)

、
千

住
保

健
所
(
a
　

譌
4
2
7
7
)

、
本

庁
舎
・

保
皿

予
防

佩
(

。
‘
貎
1
1
1
1

㈹
)

巡回健康診 査の会場

〝
女

性
〟40

歳
か

ら

の

体
と
心

の

講
演

会

女
性
4
0代
'
虞
熟
期
か
ら
を
年

期
へ
の
移
り
慶
わ
り
の
と
き
、
体

も
心
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
で

す
。
樊
と
若
さ
を
保
つ
秘
験
を
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
9

月
8

・
1
1貝
2

日
間
)

午
後
1

時
～
4
時

テ
ー
マ
・
睥
師

▽
8
日

、「
女
の

快
画
更
年
期
」野
末
悦
子
氏
(
川

畸
協
同
軻
眺
剿
暁
長
)

※
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
希
望
の
方

は
、約
s
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
1
1日
、「
美
と
若
さ
を
保
つ
ス

ト
レ
ッ
チ
体
観
矢

檬
俊
昭

氏
(
代
々
木
鍔
院
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
)

※
体
操
し
や
す
い
服
装
で
お
い

で

く
だ
さ
い
。

定
a
5
0
人
(
先
s
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

匱
接
窓
口
隶
た
は

一

諾
予
約

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

s
膕
5
3
5
1

保健
所
の

日

誌
か
ら

水

先
案

内

人

「
も
う
、
4
年
も
厩
い
て
い

る
ん

で
す

二
　

そ

の
日

の

保

健

所
の

、「
健

康

相
鮫
こ

般
)
」
に
や
っ
て
き
た

の
は
'
%

だ
2
0代
の
小
柄
な
女

性
だ
っ
た
。

関
い
て
み
る
と
、
お
腹
の
調

子
が
恚
い
状
噸
が
も
う
4
竿
も

続
い
て
い
る
と
い
う
。
内
科
の

先
生
に
も
診
て
も
ら
っ
た
し
、

大
学
鰐
院
で
検
査
も
受
け
た
。

し
か

し

、
ど
こ

で

も

「
厩

い

と

こ
ろ

は
あ

り

ま
せ
ん

よ
J

と
■

わ
れ

て
し

ま

う

。

「
で
も

、
す

ぐ
に

お

腹
か
い

た
く

な
る

し

、

下
痢

か
続

い
た

り
・・・
、
暇

場
で

も
因

っ
て

し
ま

兄

で
す

」

私
は
神
経
科
の
医
師
に
受
診

す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。彼

女
の
郷
気
は
'
遇
敵
性
大

腸
症
候
群
」
と
い
う
心
身
症
の

一
種
で
、
心
の
ス
ト
レ
ス
が
身

体
の
鰐
状
と
な
っ
て
現
れ
て
き

た
も
の
だ
。
周
り
に
気
遣
い
を

し
過
ぎ
る
性
格
が
一

目
に
出
た

よ
う
だ
っ
た
。こ
う
言
っ
た
心

身
症
の
仲
闡
で
は
、
W
潰
瘍
や

慢
畦
W
炎
。
心
臓
神
経
症
、
脱

毛
痙
と
い
っ
た
鰐
状
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
。

彼
女
に
紹
介
し
た
神
姪
科
の

先
生
に
会
う
機

会
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
悛
の

様
子
を
閠
い
て
み
る
と
「
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
と
少
一

の
薬
で
す

っ
か
り
元

気
に
な
り
ま
し
た

よ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
、
水
先
案
内
の
よ
う

な
こ
と
も
私
た
ち
の
汢
S
で
あ

る
。

(医
師
)

みんなの健康 足 立 保 健 所e855- 4151; l螽1 鼎1 国 五箇i

央本町保傭相談所B880- 5351

ご協力くださ い

9 月の献血

愛
の
献
皿
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。日
縊
は
右
麦
の
と
お
り
で
す
。

賢
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
午
後
3
恥
3
0
分
(
昼
食
・
休

憩
時
間
を
除
く
)

閥
合
せ
先

葛
節
赤
十
字
血
頤
セ

ン
タ
ー
(
S
S
5
7
0
1
)

、
本

庁
舎
・
保
礁
予
防
佩
(

。‘鮫
1
　
1
1
1

㈹
)

9 月の献血日程
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もっと身近に
も っ と 便 利に…
23区の暮らしを変えます 特別区制度改革

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

や
る
べ
き
だ
と
思
う
。

特
別
区
制
度
の
改
革
。

こ
の
言
葉
を
、
皆
さ
ん
は
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
ポ
ス
タ
ー
(
左
)
で
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
、
足
立
区
を
は
じ
め
と
す
る
東

京
2
3区
は
、
東
京
都
と
と
も
に
都
と

区
の
し
く
み
を
変
え
、
自
立
し
た
自

治
体
に
な
ろ
う
と
、「
特
別
区
制
度
」

を
変
え
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
そ
ん
な
こ
と
、都
と
区
の
間
の
問

題
で
、
わ
れ
わ
れ
住
民
に
は
関
係
な

い
よ
」
と
お
考
え
の
方
I

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
接
、
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
な
の
で

で
は
、2
3区
が
変
わ
る
と
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
ま
ち
は
、
ど
う
変
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

意

外!23
区

は

〝
市
〟

よ

り

下?

な
ぜ
「
特
別
区
」と
呼
ば
れ
る
の
?

一
人
前
の
自
治
体
で
な
い
か
ら
で
す

私
た
ち
の
住
む
足
立
区
膏
は
じ

め
と
す
る
2
3区
は

、「
特
別
区
」と

呼
ば
れ
て
い

ま
す

。

横
浜
市
や

大
阪
市
な
ど

の

中

に

も

「
区
」
は
あ

り
ま
す
が

、

こ
れ
は
行
政

区
と
い
っ
て

籬
に
地
峨
を

区
分
け
し
て

い

る

だ

け

で

、「
特
別
区
」
と
は
産
う
も
の
で

す
。

耳
ら
し
に
身
近
な
仕
事
を
行
う

市
町
村
を
基
礎
的
自
冶

体
と
い

い

、
こ
れ
を
ま
と
め
る
都
遭
府
県

を
広
驤
的
自
治
体
と
い
い
ま
す

。

ど
ち
ら
も
悪
法
で
地
方
自
治
を

保
庸
さ
れ
た
、
き
通
地
方
公
共
団

体
で
す
。

一
方
、「
特
別
区
」
は

、
全
圃
で

東
京
S
区
だ
け
に
適
用
さ
れ
て
い

る
制
度
で
す
。

粍
別
区
は

、
お
お
よ
そ
一
般
の

市
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す

。
し
か
し

、
法
律
の
う
え
で

は
一
般
の
市
と
同
じ
普
通
地
方
公

共
団
体
の
仲
間
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん

。
都
の
内
部
団
体
と
さ
れ

、
特

別
地
方
公
共
団
体
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
乱
と
区
の
闡
に
は

、

一
般
の
府
県
と
市
の
闘
係
と
は
異

な
っ
た
特
別
な
し
く
み
が
あ
り

、

一
般
の
市
と
比
べ
る
と
権
限
や
財

政
面
な
ど
に
大
き
な
制
限
を
受
け

て
い
ま
す
。
昭
和
5
0年
に
復
活
し

た
区
長
公
選
制
も

、
憲
法
上

、
そ

の
存
厩
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん

。

で
も
不
都
合
は
な
い
し
…

な
ぜ
制
度
改
革
が
必
要
な
の
?

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

a
万
人
災

々
が
住
み
、
千
川

万
人
も
の
人
々
が
活
動
し
て
い
る

東
京
2
3区
。
足
立
区
も
6
4万
人
の

人
々
の

事
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
高
齢
化
・
高
慶
情
報

化
・
国
際
化
社
会
の
進
展
、
価
値

糲
の
多
様
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取

り
ま
く
社
会
は
、
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
き
や
区

民
の
要
望
に
的
瞎
に
こ
た
え
て
い

く
に
は
、
各
区
が
地
域
の
実
嚼
に

合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
か
な
く
て

な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
現
在
の

2
3区
で
は
、
X
任
を
待
っ
た
十
分

な
対
6
を
す
る
こ
と
が
、
で
き
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
都
と
2
3区
の

閧
の
し
く
み
や
役
割
分
担
に
雁
因

が
あ
る
か
ら
で
す
。

現
在
、
東
東
2
3区
で
は
、
清
掃

事
業
、
消
防
。
上
下
水
遭
な
ど
区

民
に
身
近
な
仕
事
を
都
が
抱
え
て

い
ま
す
、
し
か
し
こ
こ
で
役
創
分

担
を
き
ち
ん
と
さ
せ
て
、
区
は
地

域
の
実
嘴
や
区
民
の
声
に
応
じ
る

こ
と
の
で
き
る
自
治
体
に
な
り
、

都
は
首
都
東
京
を
雇
持
す
る
た
め

の
仕
事
に
聊
恣
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
将
来
に
向
け
た
社
会

の
し
く
み
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
郡
と
区
の
役
割
分
担
を
見
直

し
て
、
身
近
な
仕
事
は
区
で
行
え

る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
の

か
、『
特
別
区
制
度
改
革
』
の
大
き

な
目
的
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
2
3
区
と
都

は
s
蹶
を
S
ね
、
昭
和
6
1
年
に
「
都

区
制
度
改
革
の
基
本
的
方
向
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
、

①
特
別
区
を
都
の
内
部
団
体
的
性

格
か
ら
憲
法
上
の
地
方
公
共
団

体
に
改
め
る
I
基
本
的
僅
格
の

改
革

②
区
民
に
身
近
な
事
務
(
ゴ
ミ
の

収
集
・
違
搬
や
都
市
計
廁
の
決

足
な
ど
)
は
区
で
行
う
I
S

務

権
能
の
拡
充

③
都
区
間
の
財
政
岡
整
を
廃
止

し
、
独
立
し
た
財
源
を
も
っ
て

2
3区
相
互
間
で
膺
曠
す
る
!

財

政
自
主
権
の
拡
充

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
茣
に
よ
り
、
2
3区
は
市

と
同
様
に
、
区
民
に
最
も
身
近
で

自
立
し
た
地
方
公
共
団
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
機
能
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
具
体
的
に
、
2
3区
と
私

た
ち
の
一

ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

現在 の地方自治 のしくみ

何を、どう
変え るの?

・区を憲法上の自治体に
・身近な仕事は都から区へ

・

都と区のお金をハッキリ
分けて

改革で
暮
ら
し
は
こ
う
変
わ
り
ま
す

身
近
な
仕
事
は
都
か
ら
区
へ

区
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す

区
民
の
暮
ら
し
に
身
近
な
仕
事

は
区
が
吁
い
ま
す
。

こ
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
都
か

ら
区
へ
移
る
予
定
の
仕
事
は
、
全

略
で
2
4
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬
、
都
市
計

圃
決
定
や
児
童
相
談
所
に
関
す
る

こ
と
、
小
・
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
良
定
な
ど
を
区
が
受
け
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
が
ゴ
ミ
を
集
め
れ
ば

「
収
集

日
を

も
っ

と
増

や
し
て
!

」

「
ゴ
ミ

置
き

塒
を

変
え

て
欲
し

い

」

区
役

所
に

も
こ
の

よ

う
な

苦
膺

が

寄
せ

ら
れ

て
い

ま
す

。

六

と

芦
k

ご
ミ
Q

耙
1

・
1

攅

を

区
か

受
け

持
つ
こ

と

で

、
収
集

日

や
ゴ

ミ
ー

一

を
一

や

し
た

り
、

リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り

岨
む
こ

と
が

で

き
ま

す
。

灣
掃
S
業
の
な
か
で
も
収
集
・

運
餓
は
、
地
域
の
実
情
や
区
民
の

妥
望
に
合
わ
せ
て
、
直
時
適
切
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
5

な
い
、
区

民
に
と
っ
て
身
近
な
仕
事
と
い
え

ま
す
。

区
は
小
回
り

が
き
き
ま
す
か

ら
、
き
め
耜
か
く
、
裏
早
く
対
5

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
賢
源
有

効
利
用
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
還

勳
に
も
自
分
の
仕
事
と
し
て
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育

子
供
の
相
談
も

全
て
区
で
―

た
と
え
ば
、
学
校
教
育
で
一
番

大
邨
な
学
佼
の
先
生
。
こ
の
先
生

た
ち
哭

事
に
つ
い
て
、
郡
内
の

市
町
村
の
歡
胃
委
員
会
は
都
の
教

斉
委
S
侖
に
意
見
を
萬
う
こ
と
が

で
き
る
の
に
、
現
在
の
区
の
教
育

麥
一
会
に
は
そ
の
権
限
が
あ
り
ま

せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、
歓
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
基
準
を
決
め
た
り
す

る
の
も
、
都
の

教
驚
委
員
会
の
仕

亊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
も
深
刻
で
す
。

子
供
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
は
。

い
く
つ
も
の
原
因
が
か
ら
み
あ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
£
刄

児
童
相
談
所
、
学
校
、
保
健
所
、

福
祉
S
務
所
な
ど
が
お
互
い
に
協

力
し
て
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
地
域
内
で
の
連
携
が
必

要
な
の
に
、
中
心
と
な
る
児
童
相

談
所
だ
け
が
潭
く
離
れ
た
都
の
施

設
と
い
う
の
は
合
理
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
制
度
改
革
に
よ
っ
て

区
の
教
膏
委
員
会
は
、
一
般
の
市

町
村
の
教
膏
委
員
会
と
同
じ
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
地

城
や
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
個

性
豊
か
な
軟
育

を
進
め
て
い
き

ま
す
。

児
童
相
談
所

の
仕
S
も
引
き

受
け
て
各
櫚
相

談
の
連
携
を
は

か
り
、
子
供
に

関
す
る
恰
み
ご

と
に
R
任
を
持

っ
て
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
各

え
、
見
守
る
こ
2

尤
7
き
l
j

う
に
な

り
ま

す
。

こ れ か ら は 高 度 情 報 化 社 会 。 コ ン ピ ュ ー タ

ー に ふ れ る 授 象 も 必 要 で す{ 教 育 セ ン タ ー}

の び の び 育 っ て 欲 し い 一 特 色 あ る 教 育 や 学 校 づ く

りが求め6 れています( 千寿小・一輪竃クラブ)

知
れば
知
るほ
ど

や
る
べ
き
だ
と
思
う
。

特

別

区

制

度

の

改

革

。

ゴ
ミ
の
収
篳
な
″
`
身
近
な
仕
事
は
叺
に
。
-
'
l

都

と
}区
で

咳

ぎ

り

財
源

奄
分
け

る
'

そ

し
芍

区

を
I

法

で
保
l

さ
I

こ
れ

か
改

革
の
ね

ら
い
で

す
。

こ
う

す
れ

ば
、
わ
た
ジ

ー

の
声

か
、

も
W
J
屏
き
や
す
く
t
ま
l
・

'

柬
原
の
く
β
レ
、
区
民
の
く
ら
し
。
(
卜

一
も
ふ
く
5
む
っ
て
も
ん
で
し
ょ
I
3
-
二

も
ち
ろ
ん
私
も
大
賛
成
。
"
・
'
り
ひ
卜
几
。
-

だ
斟
、
`
制
慶
改
事
を
み
ん
な
の
戸
で
。

も

う
ち
ょ
g
1

飃

。

● 一 一

東京23 区

何
を
す
る
に
もお金

は
カ
ン

ジ
ン

都
と
区
の
お
金
を
ハ
ッ
キ
リ
分
け
ま
す

郡
と
区
の
財
廡
を
(
ツ
キ
リ
分

け
て
、
2
3区
蘭
で
調
塵
し
な
が
ら

自
主
的
な
財
政
運
曾
を
行
い

ま

す
。現

在
、
2
3区
で
は
、
も
と
も
と

区
税
で
あ
る
固
定
資
窟
税
な
ど
を

都
が
集
め
、
そ
の
一
郎
を
区
の
仕

事
や
収
入
に
応
じ
て
配
分
し
て
い

ま
す
(
郡
区
財
政
調
整
制
度
)
。

区
か
旭
域
に
合
う
た
特
色
の
あ

る
仕
事
を
し
て
も
、
都
が
認
め
て

く
れ
な
け
れ
ぱ
お
金
が
入
っ
て
こ

な
い
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
し
く
み
を
改
め

て
、
税
金
そ
の
も
の
を
都
の
税
金

と
区
の
税
金
に
(
ツ
キ
リ
分
け
ま

す
。
区
は
、
こ
の
自
前
の
収
入
を

棊
に
し
て
、
区
独
自
の
判
断
で
地

峨
の
実
情
に
合
う
た
特
色
あ
る
仕

事
豪
恚
欲
的
、
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、
3
区
の
間
に
は
税
収
入

に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
。
郡

心
区
、
周
辺
区
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割

を
持
っ
て
お
互
い
を
補
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
2
3区
相
互
間
で
財
政

調
釐
を
碗
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
東
東
都
知
事
と
2
3

区
長
の
意
見
が
一
致
し
て
い
ま

す
。

で
す
か
ら
こ
の
改
革
で
、
足
立

区
が
不
利
に
な
る
こ
と
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

皆さんの
税金 は

増えません

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
、
都
と
区

の
関
で
お
金
の
分
け
万
を
変
え
る

だ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て

皆
さ
ん
の
税
金
が
増
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

我が家も制度改革?

も
っ
と
身
近
に

も
っ
と
便
利
に

制
度
改
革
を
実
現
さ
せ
ま
し
よ
う

こ
の
改
革
に
つ
い
て
、
郎
と
2
3

区
は
す
で
に
合
意
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
改
革
爽
現
に
は
、
法
徳

の
改
正
な
ど
が
必
要
な
の
で

す
。

現
在
、
国
は
、
都
と
区
の
要
望

を
受
け
て
、
地
力
制
度
調
査
会
で

特
別
区
制
度
歌
革
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
3区
は
郡
と
S
力
し
て
、
台
意

に
汨
つ
た
改
革
が
一
日
も
早
く
実

現
す
る
こ
と
を
め
ぎ
し
、
活
動
を

篩
け
て
い
ま
す
。
毎
巳
の
一

ら
し

に
か
か
わ
る
、
皆
さ
ん
の
声
か
区

政
に
も
っ
と
生
か
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
特
別
区
制
度
の
改

革
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
に
広
場
や
緑

増
や
せ
ま
す

「
区
内
は
便
利
だ
け
れ

ど
、
緑
が
少
な
い
し
、
環

境
が
ど
う
も
ね
え
」

し
か
し
、
市
街
地
再
開
発
S

翼
、
土
地
X
躅
整
理
S
業
、
特

定
街
区
の
推
定
な
ど
、
ス
ペ
ー

ス
を
生
み
出
す

方
法
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

制
度
改
革
に

よ
っ
て
、
区
は

特
足
街
区
の
指

定
や
土
地
区
画

整
理
S
県
、
す

べ
て
の
開
発
行

為
の
肝
可
な
ど

を
吁
え
る
よ
う

に
な
り
、
規
模

の
大
き
い
ま
ち

つ
く
り
に
取
り

粗
む
こ
と
か
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

緑
豊
か
な
ゆ
と
り
空
間

―

都
会
に
は
ま
す
ま
す

必
要
で
す特

定
街
区
の
指
定
と
は

容
積
率
な
ど
建
築
物
の
基
廩
を

い
っ
た
ん
外
し
。
旭
域
に
合
っ
た

建
初
と
空
間
を
作
り
出
す
郡
市
計

固
の
方
法
。
池
錘
の
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
な
ど
は
こ
の
方
法
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
'
;
I
に
F
k

制度改革に至るまでの手順矚
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
書・
企
累
四
回
1
1
1
1
㈹へ

シ リ ーズ
足立 の

文化財

荷
馬
の
絵
と
句

(足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
絵
画
)

所
有
者
…
千
住
4
-
2
8
-
1
　

横
山
佐
吉
氏

横
山
家
に
伝
わ
る
墫
部
巣
丸

の
俳
廁
で
す
。

縱
妬
・
5
り
气
横
5
2
″
'
む

の
や
や
横
長
の
画
面
に
は
、
3

頭
の
馬
と
馬
子
が
軽
妙
な
筆
づ

か
い
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
左
上
部
に
は
俳
句
が
一
首
　

「
栗
の
花
r
か
a
た
り

も
ど
り
馬
」
゛
゛
t

モ
の
7
泌
嚶

罎
一
の
京

記
さ
れ
、
松
剛
び
落
款
が
押
さ

れ
て
い
ま
す
。

1
日
の
仕
事
を
終
え
て
、
馬

子
が
空
房
に
な
っ
た
馬
を
ひ
い

て
帰
る
、
い
か
に
も
の
ど
か
で

牧
歌
的
な
光
景
で
す
。
こ
の
俳

画
は
、
榻
6
2
り
气
長
さ
麗
?

む
の
岫
薮
仕
立
て
に
な
っ
て
い

ま
す
。

巣
兆
は
、
江
戸
時
代
の
文
化

・
文
政
期
に
千
生
に
生
み
、
ま
た

千
僅
で
没
し
た
魯
大
な
文
人
で

す
。
姓
は
建
部
、
名
は
英
観
。

貧
雀
、
秋
香
庵
な
ど
と
号
し
、

浚
に
は
菜
鮠
と
も
称
し
ま
し

た
。
ま
た
、
千
住
の
関
厘
に
居

庄
し
た
と
こ
ろ
か
ら
「
関
屋
の

巣
兆
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

巣
兆
は
秋
香
庵
を
営
み
、
俳

譜
、
S
圃
、
茶
の
昜
の
指
導
に

も
力
を
注
ぎ
、
特
に
俳
一

に
あ

っ
て
は
三
俳
人
の
一
人
に
奴
え

ら
れ
。
千
佳
運
を
主
鯉
し
名
声

を
溥
し
ま
し
た
。

シ リ ー ズ

身近な自 然 5

ア ブ ラ ゼ ミ

ジ
リ
ジ
リ
シ
ー
ジ
ー

ミ
ー
ン
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ン

焼
き
焦
が
さ
ん
ぱ
か
り
に
ぎ

ら
つ
く
太
陽
と

、
餓
う
か
の
よ

う
に
全
身
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
鳴

く
セ
ミ

。

岡
と
虫
カ
ゴ
を
降
っ
て
樹
々

の
閨
を
探
し
回
る
子
供
た
ち
の

姿
は

、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
夏

の
一
風
景
で
す

。
虫
の
娶
が
め

っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
区
内
で

も

、
セ
ミ
だ
け
は
ま
だ
ま
だ
健

在

。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

、
ニ
イ
ニ
イ

ゼ
ミ

、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ

、
ヒ
グ

ラ
シ

、
そ
し
て
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ

シ

。
方
々
で
そ
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
で

、
ご
存
知
の
よ
う

に
セ
ミ
は

、
幼
虫
の
と
き
は
土

の
中
で
木
の
根
の
汁
を
限
っ
て

過
ご
し

、
夏
の
早
朝
。
根
元
か

ら
は
い
出
て
草
や
木
を
受
り

、

殼
を
脱
い
で

成
虫
と
な
り
ま

す

。
碼
虫
に
な
っ
て
か
ら
は
針

の
よ
う
に
細
く
長
い
口
を
木
の

割
れ
目
に
差
し
込
み

、
樹
蔽
を

吸
っ
て
生
活
し
ま
す

。

鳴
く
の
は
も
ち
ろ
ん
オ
ス
だ

け

。
声
帯
や
羽
を
履
る
わ
せ
る

の
で
は
な
く

、
腹
に
あ
る
発
振

腆
を
振
る
わ
せ

、
お
な
か
に
あ

る
広
い
空
洞
で
共
鳴
さ
せ
る
の

が

、
セ
ミ
の
特
徴
で

す
。

そ
ん
な
セ
ミ
も
、
こ
の
世
を

駆
歇
で
き
る
の
は
2
-
3

週
間

と
は
驚
き
で
す

。
地
中
の
5
1
6

年

。
地
上
の
3
遇
間

。
そ
れ

を
知
っ
て
夢
中
で
や
っ
て
い
た

昆
虫
探
集
膏
や
め
て
し
ま
っ
た

少
年
時
代
の
配
憶
か

、
セ
ミ
の

脱
け
殼
、
セ
ミ
の
オ
シ
ッ
コ
と

だ
ぷ
っ
て
よ
み
か
え
っ
て
き
ま

す
。日

中

、
か
ま
ぴ
す
し
く
鳴
い

て
い
た
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
も
、
い
つ

し
か
『
カ
ナ
カ
ナ
』
と
夕
方
に

鳴
く
ヒ
グ
ラ
シ
に
替
わ
り

、
や

が
て
地
上
の
輩
か
げ
で
綱
く
美

し
く
鳩
く
秋
の
虫
へ
と
主
霞
が

移
っ
て
い
き
ま
す
。
季
節
の
移

り
慶
わ
り
が
篦
で
感
じ
ら
れ
る

の
も

、
こ
の
季
爵
だ
け
で
し
よ

A
古
千
谷
小
数
」

武
田
輝
男
V

写
真
で
た
ど
る

足
立
た

い

む
と
ら

べ
る

昭和33年

記録的な雨台風

水
浸
し
に
な
っ
た
千
住
旭

区

。
襦
げ
た
の
硫
失
し
た
堀
切

橋
。昭

和
3

年
9
月
2
5
-
2
6日
に

襲
来
し
た
台
風
2
号
の
ツ
メ
あ

と
で
す
。
寛
え
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

こ
の
時
、
東
京
の
2
4時
間
剛

一
は
綏
・
5

㍉
に
違
す
る
配
録

的
な
叢
雨
と
な
り

、
荒
川

、
利

榠
川
の
下
慨
が
氾
濫
。
足
立
区

内
で
も
面
積
の
七
割
か
水
に
漫

り

、
約
6
万
7
千
戸
(
当
時
の

総
世
帯
数
は
推
定
8
万
8
千
世

帯
)
あ
ま
り
が
床
上
・
床
下
漫

水
の

被
害

を
受

け
ま

し

た

。

こ

の
2

枚
の

写
真

は

、
川

の

木

位
が
最

高
値

を
示

し

た
翌

″‘

日
に

撮
彫

さ
れ

た

も
の
で

す

。

写
真
提
供
・
-
・
写
真
上
・
平
林
　
　

昭
三

さ
ん
(

千

庄

元
町
)

、

零

真
下

・
吉
田

貞

雄
さ

ん

(
中
川
四

丁

目
)

27日、午町9 聘ごろ中央部が流
失、このあと午前11眄ごろにも、
もう| 力所で柵げたが漑されまし
た。( 堀切柵下流側から撮彫)

( 千住柳町付近)

昔の写真を募集します
このコーナーに疑併していただける薈の4
真がありましたらご連略ください。
連絡先 本庁舍・広報瞬 き882- 1111( 代)
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モ
モ
コ
の
1
日
体
験
レ
ポ
ー
ト

魅
力
い
っ
ぱ
い
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

こ ん に
ち は

モ モ コ
で す

「
こ
ん
に
ち
は
!

」
モ
モ
コ
で

す
。今

日
は
。
7
月
2
0日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
区
民
保
養
所
i

河
原
あ

だ
ち
荘
一
に
来
て
い
ま
す

。
現
地

特
派
與
と
し
て
1
日
体
験
レ
ポ
ー

ト
を
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す

。

ロ
ビ
ー
が
す
ご
く
広
い
の
ね
。

落
ち
つ
い
て
い
い
わ
I

。

和
室
が
2
3室
、
洋
室
―
室

。
ど

れ
も
洗
面

、
ト
イ
レ
付
き
ね
。
木

と
畳
の
香
り
が
、
何
と
も
言
え
な

い
い
い
気
分

。
そ
れ
に
、
ち
ゃ
ん

と
身
体
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
お
部
屋
も
あ
る
ん

で
す
っ
て

。

そ
れ
ぞ
れ
の
客
室
の
名
ま
え
が

素
敵
だ
と
思
っ
た
ら
、
万
葉
集
に

ち
な
ん
だ
草
花
の
名
前
な
の
ね
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
わ
。

さ
て
お
風
呂
に
行
っ
て
み
よ
っ

と

。五
階
展
望
大
浴
場
、こ
こ
だ
わ

。

わ
あ
っ
き
れ
い
な
眺
め
。
湯
量

も
豊
富
で
超
音
波
も
出
る
の
。
身

も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
み
た

い

。
こ
こ
の
湯
泉
の
泉
質
は
ア
ル

カ
リ
性
単
純
温
泉
で

、
神
経
痛
や

筋
肉
篶
、
心
臓
『

腎
不
全
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
諤
気
に
効
果
が
あ
る

そ
う
よ

。

さ
っ
ぱ
り
し
た
ら
お
腹
が
す
い

ち
ゃ
っ
た
。夕
食
は
、客
室
配
膳
な

の
で

、ゆ
っ
く
り
食
べ
ら
れ
る
わ

。

さ
て

、
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
広
間
へ
い

っ
て
み
よ
う

。ま
あ
、大
き
い
お
部

屋
。
こ
の
大
広
間
、
9
0畳
も
あ
る

ん
で
す
っ
て
。
え
つ
、
レ
ー
ザ
ー

カ
ラ
オ
ケ
も
あ
る
の
。
モ
モ
コ
も

一
曲
ご
披
露
し
ち
ゃ
お
う
か
な
。

温
泉
入
つ
て
、
ご
ち
そ
う
食
べ

て
、
歌
も
歌
え
ぱ
気
分
は
最
高
!

モ
モ
コ
ま
た
、
来
た
く
な
っ
ち

っ
た
わ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
駐
車
場
(
予

約
制
)
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
多
目
的

ホ
ー
ル
な
ど
、
設
備
も
充
実
。
み

な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

5 階展望大 浴場 ―「う～ん気持ち よさ そう」

伊豆高原・湯河原あだち荘

11月分の利用案内

1
1‥月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ガ
キ
は

、
1
保
養
所
、
I
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
庄
・
在
勤
者
の

み
)
、1
枚
に
隕
り
ま
す
。

重
複
申
し
込
み
や
、
期
限
を
過

ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な
り
ま

す
。

大広間( 90 畳) 。みんなで 朝食 ―「私もいただき ます」

ロビー・売店・喫茶コーナー
―「みんな何を買ってるのかしら」

あ
い
ネ
ッ
卜
2
1

一
口
メ
ッ
セ
ー
ジ

ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
情
報
に
期
待

7
月
1
5日
の
あ
だ
ち
広
報
で

見
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
、
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
に
は
輿
味
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。

で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ

は
な
か
な
か
高
価
で
足
ぶ
み
し

て
い
る
状
態
で
す
。

駅
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
に
あ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス

テ
ム
に
は
必
ず
首
を
つ
っ
こ
ん

で
し
ま
う
私
で
す

。

も
し
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
ら

区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
情
報
な

ど
、
フ
ル
に
利
用
す
る
つ
も
り

で
い
ま
す

。

あ
と
ス
キ
ー
が
好
き
な
の
で

週
末
の
積
霪
情
報
な
ど
が
わ
か

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。私

の
身
近
な
情
報
源
と
し
て

活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
2
6纉
女
性
・
栗
原
在
住
)

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
を
利
用
の
万
で

、
駐
車
場
の
利
用

を
希
望

す
る
方

は

、
ハ

ガ
キ
に

「
駐
車
楊
希
望
」
と
記
入
し
て

く
だ

さ
い

。

こちらはオープンから1 年

災害に強い人づくり
を め ざ し て

関原防災まちづくり事務所

だ
れ
も
が
勣
揺
す
る
災
害
時

あ
な
た
は
あ
わ
て
な
い
で
行
動
で

き
ま
す
か
?

関
原
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
務
所

(
関
原
二
丁
目
)
は
、
パ
ネ
ル
展

示
や
煙
体
験
装
置
な
ど
で

、
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
昨

年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
。

今
月
3
0日
に
は
、
関
原
地
区
の

婦
人
団
体
を
対
象
に
、
関
原
防
災

学
校
を
閧
催
し
ま
す
。
初
期
消
火

の
コ
ツ
や
煙
の
中
に
人
つ
て
み
る

な
ど
災
害
を
体
験
。
ま
た
空
缶
を

利
用
し
た
ゴ
ハ
ン
の
炊
き
方
は
じ

め
、災
害
時
の
対
処
方
法
や
行
勦
、

冢
庭
内
の
安
全
対
策
な
ど
、
家
庭

に
焦
点
を
あ
て
た
防
災
対
策
を
学

び
ま
す
。

こ
の
防
災
学
校
は
今
秋
に
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
講
座
内
容
は
右

表
の
と
お
り
、
対
象
は
主
婦
を
中

心
と
し
た
区
民
グ
ル
ー
プ
で
す
。

募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、

日
程
が
決
ま
り
し
だ
い
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く

り
課
事
業
第
一
係8

8
2
1
1
1
1
㈹

防 災 学 校
カリ キユラム

く
ら
し
の

情

報

住

宅

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

庄
居
表
示
整
爾
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
冢
屡
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
庄
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん

。

届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
S
一

式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

し問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

」

庄
居
表
示
係

8
8
0
5
0
3
1

税

金

第
1
期
分
を

未
納
の
方
ヘ

平
成
元
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1
期
分
の
納
期
は
、

す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
区
で
は
、1
期
分

が
未
納
の
方
へ
、
今
月
催
告
S

を
発
送
し
ま
し
た
。催
告
S
は
、

禾
納
の
通
知
と
納
付
S
を
兼
ね

た
も
の
で
、
こ
の
納
付
S
を
使

つ
て
、
お
近
く
の
各
金
融
機
関

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
定
納
付
期
限
(
9
月
4
日
)
ま

で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

第
2
期
分
の
納
期
が

迫
っ
て
い

ま
す

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、8

月
3
1日
で
す
。

お
近
く
の
銀
吁
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
ぴ
区
役

所
、
区
民
亊
務
所
の
窓
囗
へ
お

早
目
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

　
巍
5
0
9
6

福

祉

心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
お
よ
び

難
病
患
者
福
祉
手
当

定
例
払
月
で
す

8
月
は
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
、
難
詞
患
者
福

祉
手
当
の
定
例
払
月
で
す
。2
5

日
ご
ろ
金
融
機
関
へ
振
り
込
み

ま
す

。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を

持
っ
て
、
受
給
者
の
指
定
し
た

金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
曹
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

機
能
訓
練
の

利
用
者
を
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
機
能
訓
練
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す

。

脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
に
よ

り
身
体
機
能
に
障
害
の
あ
る
6
5

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行
う
も

の
で
す
。

自
宅
近
く
ま
で
バ
ス
で
送
迎

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

利
用
期
間

平
成
元
年
1
0月
～
2

年
3
月
(
6

ヵ
月
間
)

利
用
料
金

無
料
(

た
だ
し

、

屋
食
代
と
し
て
4
0
0円
か
か
り

ま
す
)

通
所
施
般
お
よ
び
担
当
地
域
　

左
表
の
と
お
り

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
6
5

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
を
対

象
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期

保
護
。
甲
込
受
付
は
利
用
日
の
1

ヵ
月
前
か
ら
)
や

、
家
族
介

護
者
敵
室
(
別
途
募
集
)
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す

。
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

高齢者在宅サ ービスセンタ ーお
と
し
よ
り
の
方
ヘ

民
間
ア
パ
ー
ト
を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

区
で
は
、
お
と
し
よ
り
の
方

に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
区
内
に
1
年
以
上
お

住
ま
い
の
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
方
で

、
次
の
要
件
を
す

べ
て
備
え
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

▽
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世
帯
の
方

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て

日
常
生
活
を
営
め
る
方

▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
安
全
・
健
康
上

著
し
く
環
境
の
悪
い
住
宅
に

住
ん
で
い
。る
方

▽
身
元
保
証
人
が
得
ら
れ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

貎
1
1
1
1

㈹

お
し
ら
せ

第
5
回
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

現
代
感
覚
の
若
手
落
語
家
、

三
遊
事
楽
太
郎
さ
ん
と
地
域
情

報
発
信
者
の
4
人
が
大
い
に
語

る

。ま
ち
の
お
も
し
ろ
さ
气

住
ん
で
い
る
人
み
ん
な
で
積

み
上
げ
て
い
く
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
そ
う
で

す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
9

月
2
日
(
土
)
、
午
後
2

時
～
4
時

場
所

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー

パ
ネ
リ
ス
ト

三
遊
亭
楽
太
郎

さ
ん

、
森
ま
ゆ
み
さ
ん
ほ
か

問
合
せ
先

区
民
憲
章
推
進
協

議
会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁

舎
・
地
域
振
輿
課
内
)

8
8
0
5
1
7
3

保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納

め
や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
月
の
保
険
料
の
納

期
限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌

月
の
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
分
の
保
険
料
の
納
期
限

は
、8
月
3
1日
で
す
。

お
近
く
の
鍜
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
ロ
ヘ
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

　
跏
5
1
6
1



1989 年( 平成元年) 8 月25 日 あ だ ち 広 報 第833 号( 7)

第
4
2回

区
民
体
育
大
会
参
加
募
集

□
卓
球

日
時
9

月
1
7日

午
前
9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
　
一
般
・
中
学
男
女
別
団
体

戟
(
4
衂
1
復
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

対
象

中
学
生
以
上
の
区
内
在

住
、
在
勣
、在
学
の
方
で
5
人

以
上
の
チ
ー
ム
(
中
学
校
は
I

校
5
チ
ー
ム
ま
で
)

費
用
　
一
般
チ
ー
ム
…
千
円

中

学
生
チ
ー
ム
…
5
0
0
円

申
込
・
方
法
(

ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、
責
任
者
名
、
電
話
番
号
、

出
場
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
、住
所
、

勦
務
先
を
明
記

申
込
期
限
9

月
7
日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

▽
一
般
…
庄

司
徳
之
助
(
〒
1
2
1西
伊
興
4
-

5
1
H

　
8
5
3
2
0
3
8
)

▽
中
学
…
堋
内
正
之
(

　
8
9
9
-
1
9
1

〒
1
2
1西
竹
の
塚
―
-
8
-
1

第
十
四
中
学
)

□
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
9

月
2
9日
(
雨
天
の
場
合
1
0

月
2
日
)

午
前
8
時
～
午
後
5

時

場
所

平
野
壥
勳
場

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
勦
者

で
繝
成
す
る
チ
ー
ム

費
用
I

チ
ー
ム
3
千
円
(
9

月
1
8

日
中
央
本
町
社
会
教
育
館
二

階
レ
ク
ホ
ー
ル
で
の
組
み
台
わ

せ
会
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
ま

た
は
往
復
(
ガ
キ
に
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
名
を
記
入

申
込
期
限
9

月
9
日

申
込
・
問
合
せ
先

野
口
由
蔵
(

干
m
一
梅
田
6
-
2
3
1
1
3

　
8
8
9
3
0
4
4
)

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
ょ
う

消
費
者
相
談

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
に

あ
わ
な
い
た
め
に

最
近
の
衣
料
品
は
、
個
性
的

で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。
素
材

も
、
綿

、
綱
、
酥
、
毛
皮
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す

。

こ
の
よ
う
な
衣
料
品
の
な
か

に
は
、「
革
と
毛
」
や
「
綿
や
化

繊
と
合
成
皮
革
」
と
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
取

り
扱
い
に
注
意
が
必
要
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

最
近

、
次
の
よ
う
な
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

紳
士
コ
ー
ト
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
し
た
ら
、
衿
と
ト
リ
ミ

ン
グ
の
皮
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
。ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
は
、
表

示
通
り
洗
つ
た
の
で
責
任
は
無

い
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
も

の
で
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
調
ぺ
た

と
こ
ろ
主
素
材
は
「
綿
」
、
衿
お

よ
び
ト
リ
ミ
ン
グ
は

「
合
成
皮

革
」で
し
た
。こ
れ
は
綿
よ
り
合

成
皮
革
の
耐
用
年
数
が
短
い
た

め
に
お
こ
っ
た
事
故
で
し
た
。

衣
料
品
は
着
れ
ば
必
ず
汚
れ

ま
す
。

で
も
、
個
性
的
で
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の
ほ
ど
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
や
す

い
も
の
で
す
。

□
衣
料
品
を
買
う
と
き
は

◎
洗
う
こ
と
を
前
提
に
選
び
ま

し
ょ
う
。

◎
組
或
表
示
、取
扱
い
絵
畏
示
、

表
示
者
承
認
番
号
の
あ
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

□
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き

は

◎
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
忘
れ
物
、

取
れ
そ
う
な
ポ
タ
ン
の
有

無
、
破
れ
や
ほ
つ
れ
、
シ
ミ

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
預
り
証
は
内
容
と
出
来
上
が

り
日
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

う
□
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
と

き
に
は

◎
出
来
上
が
り
状
態
を
必
ず
磴

か
め
ま
し
ょ
う

◎
事
故
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
お

店
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

☆
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
相
談
を
行
つ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い

　
棘
5
3
8
5

国
民
年
金
Q
&
A

第5 回

こ んな 時 に は
ど んな手 続き?

Q
私
は
、
先
月
就
職
し
て

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
の

で
す
が
、
ま
だ
国
民
年
金
の
納
付

書
が
残
つ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

に
な
っ
て
手
続
き
し
て
も
引
き
続

き
納
め
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。A

国
民
年
金
と
厚
生
年
金

と
に
同
時
に
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
S
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
が
厚
生
年
金
に

加
入
し
た
時
に
は
、
国
民
年
金
を

や
め
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
た
月
の
分
か
ら
は
、
国
民

年
金
の
保
険
料
は
納
め
な
い
で
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
を
や
め
る
と
き
は
、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
か
国
民
年

金
課
に
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

①
国
民
年
金
手
帳

②
厚
生
年

金
手
帳

③
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
日
の
メ
モ

④
印
か
ん

Q
私
は
、
以
前
に
勤
め
て

い
た
会
社
で
も
ら
っ
た
年

金
手
帳
と
、
最
近
国
民
年
金
に
加

入
し
て
、
区
役
所
か
ら
郵
送
さ
れ

た
年
金
手
帳
を
持
つ
て
い
ま
す

が
、
年
金
手
幔
を
2
冊
持
つ
て
い

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
あ
な
た
が
以
前
会
社
で

も
ら
っ
た
手
帳
に
は
、
厚

生
年
金
の
記
号
番
号
が
記
載
さ

れ
、区
役
所
か
ら
郵
送
し
た
手
帳

に
は
国
民
年
金
の
記
号
番
号
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
も
あ

な
た
自
身
の
大
切
な
年
金
手
帳
で

す
。
お
確
か
め
の
上
、
2
冊
と
も

大
亊
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
私
は
国
民
年
金
を
か
け

て
い
ま
す
が
、
障
害
者
と

な
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
場
合
、
年
金

が
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
次
の
2
つ
の
条
件
を
灣

た
し
て
い
れ
ぱ
、
障
害
に

よ
る
年
金
(
障
害
基
礎
年
金
)
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
障
害
の
程
度
が
国
民
年

金
の
基
凖
に
よ
る
等
級
の
I
・
2

級
に
該
当
す
る
こ
と
(
こ
の
判
定

の
基
準
・
種
類
は
身
体
障
害
者
手

帳
等
と
は
邇
う
も
の
で
す
)
。

次
に
朷
診
日
前
に
一
定
以
上
保

険
料
が
納
付
(
ま
た
は
免
除
)
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
2
0歳
前

か
ら
の
陣
售
や
昭
和
3
6年
4
月
1

日
前
か
ら
の
陣
害
に
は
こ
の
条
件

は
不
要
で
す
。

ま
た
、
6
5歳
以
後
に
障
害
に
な

っ
た
場
合
は
、こ
の
年
金
に
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
臍
の
た
め
に
は
国
民

年
金
用
の
特
別
な
様
式
の
診
断
S

が
必
要
で
す
(
国
民
年
金
課
給
付

係
で
交
付
し
ま
す
)
。
ご
相
談
の

際
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手

帳
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
厚
生
年
金
保
険
、
健
康
保
険

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

足
立
社
会
保
険
亊
務
所

昌
O
I
I

▽
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課

齧
5
1
5
1

お
忘
れ
な
く

老
齢
福
祉
年
金

の

定
時
届

老
齡
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
8
月
に
定
時
届
が
必

要
で
す
。

ま
だ
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
郵
便
局
で
8

月
期
の
支
払
い

を
受
け
て
か
ら
、
年
金
証
翳
(
緑

色
の
手
帳
)
と
老
齢
福
祉
年
金
定

時
届
S
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、

至
急
国
民
年
金
課
へ
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
8

月
3
1日
(
木
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
給
付
係

8
8
0
5
1
6
5

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

就
業
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
、

次
の
亊
業
を
行
つ
て
い
ま
す
。

□
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
職
業
相
談
(

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日
時

平
日

、
午
前
9
時
～
午
後
4

時
3
0分
、
土
曜
日
は
正
午
ま

で
(
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
毎
月
の

第
2
・
第
4
土
曜
日
は
休
み
)

□
出
張
相
談
(
内
職
と
足
立
職
安

主
催
の
パ
ー
ト
)

日
時

肓
週
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(

西

新
井
駅
東
ロ
ニ
チ
イ
4
階
)

□
求
人
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)

事
業
主
の
方
の
求
人
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す

□
各
種
技
能
講
習
会

貭
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条
件

で
働
き
た
い
方
の
た
め
に
、
講

習
会
を
行
つ
て
い
ま
す
。

講
習
名
・
内
容

左
表
の
と
お
り

※
こ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

□
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・
あ

っ
せ
ん
)

日
時

毎
月
第
2
火
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

主
催

墨
田
区
高
齡
者
無
料
職
業

紹
介
所
、
足
立
区
高
齡
者
事
業

団
□
労
働
相
談
(
労
働
者
・
使
用
者

間
の
労
働
関
係
相
談
)

日
時

毎
月
第
1
月
曜
日
、
午
後
2

時
～
4
時

主
催

王
子
労
政
事
筋
所

―
い
ず
れ
も
―

問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
(
綾
瀬
駅
西
囗
下
車
、
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

跏
3
5
8
4

各種技能講習会

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
搴
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ジ
ュ
ニ
ア
観
書
会
と
学
習
相

談
会
9

月
3
日
(
日
)
、
読
s

会
・
午
後
3
時
～
5
時
3
0分
、相

談
会
・
午
後
5
時
3
0分
I
6

時
3
0

分
/
北
村
宅
/
1
2
～
1
8歳
の

少
年
少
女
/
訛
書
会
剳
円
、
相

談
会
無
料
/
北
村

　
回
3
4

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
習
会
(
ア

プ
リ
コ
ッ
ト
)
9

月
7
日
、1
4

日
、
午
前
9
時
～
1
1
1時/
エ
ル

ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/
朷
心
者
、

子
ど
も
づ
れ
の
方
も
ど
う
ぞ
/

佐
藤

　
8
5
9
2
6
5
3

☆
交
通
遺
児
母
の
会
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー

バ
ザ
ー
9

月
2
3
日
(

土
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

/
東
急
東
横
店
2

階
フ
ロ
ア
/

品
物
の
提
供
者
募
集
、9
月
1
5

日
ま
で
に
連
絡
/
阪
本

　
4
6
1

=
募

集
=

☆
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
(
ウ
ィ
ー

ブ
)

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7

時
3
0分
～
9
時
3
0分
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/
2
0
～
3
0

代
で
ア
マ
チ
ュ
ア
氈
技
会
に

興
味
あ
る
方
/
高
橋

　
8
9
9
5
8
9
9
(

夜
間
)

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
ス
パ
ッ
ツ
)

毎
週
土
疆
日
、
午
前
1
0時
～
1
1

時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
腦
円

、
月
額
千
5
0
0円/

西
園

　
a
3
9
2
7

☆
籘
工
芸
サ
ー
ク
ル

火
曜
日

(
月
2
回
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
1
2

時
3
0分
/
文
化
会
館
別
館
/

月
額
千
5
4
5円/
小
島

　
朏
1

☆
足
立
太
極
拳
教
室

毎
週
土

瑤
日
、
午
唆
7
時
～
8
時
4
5分
/

西
伊
輿
小
体
育
館
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
円
(
中
学
生

以
下
千
円
)
/

龠
並

　
8
5
5
0

☆
足
立
日
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中

国
語
教
室

毎
週
月
暄
日

、
午

後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/
青

年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
5
0
0円/
厩
中

　
8
8
6

☆
女
性
と
子
供
の
将
棋
教
室

女
性
…
毎
週
火
曙
日
、
午
後
1

時
～
8
時
、
子
供
…
毎
週
土
喧

日
、
午
後
2
時
I
4

時
/
正
和

将
棋
ク
ラ
ブ
/
女
性
:
一
月
額
2

千
円
、
子
供
…
無
料
/
宮
本

　
8
8
2
4
0
8
3

☆
い
け
花
小
原
流
1
0月
生

毎

月
第
2

・
4
火
曜
日
、
午
後
7

時
～
9

時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
膳

円
(
花
代
含
む
)
/

白
石

　
8
9
9
0
2
6
7
(

夜
9
時
か
ら
)

☆
文
学
セ
ミ
ナ
ー
む
ら
さ
き
会

近
代
文
学
を
学
ぶ

毎
月
第
1

・
3
水
曝
日

、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分
/
竹
の
塚
社
会
教

育
館
/
月
額
千
3
0
0円/
中
村

　
6
0
5
6
3
9』
3

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
ミ
ル
キ

ー
ウ
ェ
イ
)

土
・
日
曙
日
(
月
4

、5
回
)
/

足
立
区
内
/
入

会
金
3
千
円
、
会
費
2
千
円
/
3
0

歳
ま
で
の
方
/
桜
井

　
8
8
1

☆
ふ
れ
あ
い
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
木
限
日
、
午
前
1
0時
～
1
1‥

時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
5
0
0円/

米
山

　
8
8
6
7
3
2
6

掲示
板

□

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド

を
作
ろ
う
よ
～
君
た
ち
の
夢

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

」
創
作

作
品
募
集

内
容

▽
創
作
の
部
…
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
」
を
理

想
の
福
祉
の
ま
ち
と
し
て
と

ら
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
や
夢

を
表
現
す
る

▽
活
勳
体
験
の
部
…
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
人
逢
と

の
交
流
ま
た
は
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
勳
体
験
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を

表
現
す
る

応
募
資
格

都
内
の
公
私
立
小

中
学
校
、
高
等
学
校
に
在
学

中
の
方
(
個
人
、
グ
ル
ー
プ

い
ず
れ
も
可
)

表
現
方
法

作
文
、
図
圃
、
紙

芝
居
、
劇
(
寸
劇
、人
形
劇
、

影
絵
)
、ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ

応
募
期
限
1
0

月
3
1日
(
火
)

く
わ
し
く
は
、
柬
亰
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

2
3
5
1
1
7
1

□
特
別
相
談
「
高
齡
者
の
く
ら

し
」

日
時
9

月
4
日
～
6
日

、
午

唆
1
時
～
4
時

場
所

都
庁
第
3
本
庁
舎
1
階

内
容

年
金
、
税
金
、
福
祉
、

仕
亊
、
介
護
、
保
険
な
ど

費
用

無
料

問
合
せ
先

倩
報
連
絡
崟
都
民

相
談
課

　
2
1
2
5
7
5
5

□
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説

明
会

日
時
9

月
9
日
(
土
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時

場
所

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー

ト
8

階

対
象
　

一
般
お
よ
び
高
校
生

参
加
校

法
政
大
学
、
外
1
2校

問
合
せ
先

嬲
私
立
大
学
通
信

教
育
協
会

　
3
2
0
2
6
2
7

□
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー

ダ
ー
研
修
講
座

日
時
9

月
2
2日
～
1
0月
1
3日

の
う
ち
8
日
間
、
午
唆
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

定
員
7
0

人

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
・
地
域
の
所
属
団
体
名

申
込
期
限
9

月
7
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

都
生
活
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
郡
講

座
係
(
〒
圍
-
8
1千
代
田
区

丸
の
内

　
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

□
ご
存
知
で
す
か
医
薬
品
副
作

用
被
害
救
済
制
度

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
副
作
用
に
よ

る
健
康
被
售
(
入
院
を
必
要
と

す
る
程
度
の
疾
婀
ま
た
は
障

害
、死
亡
)
が
発
生
し
た
場
合

に
、医
療
費
、医
療
手
当
、
障

害
年
金
、
陣
害
児
養
膏
年
金
、

遺
族
年
金
、
遺
族
一
時
金
、
葬

祭
料
の
諸
給
付
を
行
い
、
被
害

者
の
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
制

度
で
す
。

制
度
の
仕
組
み
を
解
脱
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
請
求
用

紙
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ
先

医
薬
品
副
作
用
被

售
救
済
・
研
呪
振
興
基
金
総

筋
部
企
画
課

腦
2
1
0
1

□
技
能
向
上

「
剪
定
の
仕
方
」

日
程
1
0

月
3
日
～
6
日

対
象

お
お
む
ね
5
0歳
以
上
の

健
康
な
方

定
員
3
0

人

費
用
2

千
円
(
返
還
し
ま
せ

ん
)

申
込
期
間
9

月
4
日
I
8

日

午
前
8
時
3
0分
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
轍
業
技
術
専
門
校
・
向

上
訓
練
佩

啀
6
1
4
9

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
縟
し
た
り

、

増
改
築
等
を
し
た
と
き
、
一
定

の
要
件
に
骸
当
す
れ
ぱ
、
居
住

し
た
年
か
ら
5
年
間
、「
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
」が
受
け
ら
れ
、

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

要
件
や
計
算
方
法
、
必
要
な

書
類
な
ど
緇
か
い
規
定
が
あ
り

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
▽
足
立
税
務

署

　
譌
6
2
4
1

▽
西
新
井

税
務
暑

　
8
4
0
1
1
1
1

各
所
耨
税
第
一
部
問
ヘ
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フォト
ニュース あだち

7/ 14 3 基目の
給水槽が完成

鳳
訪
木
東
公
圜
(
西
新
井
3
-
2
5
-
1
)

に
完
成
し
た
応
急
給
水
槽
の

、
都
か
ら
区

へ
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
地

頏
の
み
な
さ
ん
も
出
席
、
区
職
員
に
よ
る

給
水
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
綰
水
檜
の
完
成
に
よ
り
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
北
干
住
公
圜

と
合
わ
せ
、4
干
勁
冫
、6
4万
区
民
2

・
3

日
分
の
飲
料
水
が
億
保
さ
れ
ま
し
た

。

7/ 25～31
大輪朝顔展示会

色
鮮
や
か
に
咲
い
た

直
径
諂
芍
も
あ
る
大
輪

靼
顔
(
約
5
0鉢
)

の
展

示
会
が
北
千
住
駅
西
口

で
開
か
れ
ま
し
た
。
東

京
朝
顔
愛
好
会
の
主
催

で
、
笛
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で

、3
0年
余

の
歴
史
か
あ
り
ま
す
。

展
示
会
で
は
作
品
の
審

査
や
靼
顔
づ
く
り
の
指

導

、
種
の
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

7/ 27 夏の夜に
はじける光と音

第11回9 胄の花火大会が荒
川洵川敷で行われました。夏
の夜空を彩る6, 000 発の打ち
上げ花火やナイアガラなどが45
万人を超える観客を魅了し

ました。

情 報 コ ー ナ ー
好評配布中! ! ( 無料)

グラフあだち No. 20

配 布 場所 　駟 冤乖湎屏 こ裲i

公開 課( 本疔 舎、中央 本町庁舎) 、
本庁舎 ・広報 朦

問 合 せ先 本庁 舎 ・広 報課
霖882- 1111( 代)

介護入門講座

参加者募集
高齡化 により、家庭で介 腟を 必要

とする方 が増え てきてい ます。 介霞
する方、さ れる方にとって 必要な、
より良い 介霞の基本を学 びます。
日程・内 容 下表のとおり
対象 区 内在住、在勤、 在学の方
定員30 人( 抽選)
講師 後蟇 栄了氏( 日本在宅 看護普
及会代 表) 、長田 久雄氏( 都立医療
技術短期 大学講師)

費用 無料( ただし 教材費奥費負担1, 000
円)

申込方法 往復ハガ キに住所、氏名、
年齡、 職業 、電話 番号、希望理由
「介霞 入門講座」と明 記

申込期限 ・9 月2 日必 着
場所・申 込・問合せ先 婦人総合セン
タ ー( 〒123 梅田7- 33 ―1 エ ル
ソフ ィア内 　880 ―5222)

いずれも毎週水曜日、午後2 時～4 時

老 人 会 館
休館のお知らせ
竹の筱温水プールの改築に伴う工
事のため、次のとおり休館します。
休館中は、ご不便をおかけします
が、ご協力をお願いし ます。
休館期間9 月1 日～30日
問合せ先 老人会館 　859―9733

ステ キに秋の星座

プラネタリウム
一般投映( 9 月～11 月)

秋の齔空に見える星匣の解説と神
話の紹介、古代の人が考えていた宇
宙のお銛。
日時 　荀月篥1 ・3 ・5- l - 1 日…
午畿1時、2時韵分、4時( 3 回)
　ミ 永糯日…午椶7 時{ 1 回}
ただし。11月30日棯番戡内四- 天
作藁のため休みになります

場所 教育センター
題名 「秋の早やと古代への詼」
定員172 人( 各回先● I l i )
費用 　15蠱以下m無科 　16譫以
上… 1( xl =9

問合せ先 教育センター
韲肪0- 朏01

緑化啓発見学会
参加者募集
茨城県フラワーパーク

区では、R 屋の皆さ んに 緑゙。の
繁珊らし さや大切さを感じ ていただ
くた め、毎年緑化啓発 旦? 恋を天ミ
してい ます。
今回 は筑 肢山の豊か な自然に四 ま

れた茨 城県 フラワ ーパ ークを見学し
ます。500R 種30, 0( X1本の世界ζ Xl !自の
バラ や四季折々 の花や 繖がみなさ ん
の目を 楽しませてく れます。
ぜ ひご 参加ください 。

日時10 月18日( 水)
見 学地 茨城県フ ラワーパーク( 茨
城県新治 郡八 郷町大 字下 青柳2{ X}
番地)

費 用 無冪1
申 込方法 ハガ キに住所、氏名 。年
齡、電話番 号を 記入( 1 人1 枚に
限る、心藤多 数の場きは挂 選)

申 込期限9 月30 日( 消印有効)
※ 昼食は各自持 参してください( 園
内に食堂はあり ません) 。
申 込 ・問 合 せ先 本庁 舍 ・緑 化 係(

〒120 千 住1- 4- 18 　882
―111l t fり)

区内施設めぐり

参 加 者 募 集

足立区観光協会

区内の施設をバスで巡つてみませ
んか。
日時9 月8 日( 金)、午前9 時集合
主な見学先 郷土傳物館、花畑記念
底菌、伊異寺町( 約1 歩に
よる) ほか
定員40 人( 先着順)
参加費 　観光戳会会員… 1, 50( Fヨ
　会員以外… 2, 000円
※ いずれも昼食付、当日お支払い
ください。
申込方法8 月28日から電話予約
申込・問合せ先 足立区覬光協ゑ亊
務屁( 中央加町庁舎・S ・振興課
内) 　880―5191

特別区職員募集
身体障害者対象

募集職種 亊務( Ⅲ類)
採用予定人員 約45人
受験資格 次の要件のすべて に該当
する方
①身体障書者 手恨 の交付を受 けて
いる方
②選考甲 込時 および採用時 におい
て引き続き 特別区の区域内 に住所
を有する方
③学匣を問わ ず、昭和37年4 月2
日から昭和47 年4 月1 日までに生
まれた方
④自力により 通勦ができ、かつ、介
霞者なし に職筋の邃行が 可能な方
⑤通常 の勦務時 閭に対応でき る方
⑥印刷文 に対応できる方

第一次 選考 日11 月5 日( 日)
申 込方法 所 定の申込書( 各区 役所、
特別区人 亊委員念 搴筋局 試験課で
配布) 1 通を 郵送または持 参

申 込先・期 間 　郵送… 特別区 人事
委員会事務昜 試験課・9 月22 日消
印有効 　持 参… 各区役所 担当 課
・9 月25 日～27日、特別区 人事委
員会事務笳 試験課・9 月25 日～28
日( 午前1〔j玲～午梭5 時〕

問合せ先 特 別区人事委員会 事務局
試験課( 〒102 千代田区 九段 北114

　265 ―0671)

就業をめざして

ワープロ講習会
有利 な条件で就業でき るように3

級 程度 の責格取得をめぎし た購習会
を 閧催し ます。
日時9 月19日～10月2 日( 土・ 日
曜 日を 除〈10 日閧) 　午前コ ー
ス… 午前10時 ～正午 　午後コ ー
ス… 午後1 時 ～3 時

対象 区 内在住の朷心者 で全期閧出
席でき る方( 就業を希望し ている
方)

定員 各コ ース10人( 抽 選)
費用 無料( 教材費実費 負担1、5{ X}円
程度)

申込方法 往 復ハガ キに庄所 、氏名(
ふりがな) 、 年齡、電話 番号、希
望コース、「ワーブ ロ講 習会希望」
と明記( 1 人1枚、本人に限 る)

場所・申込・問 合せ先 職業 サービ
スセンタ ー( 〒102m 瀬1 ―34―7- 102

綾瀬プ ルミエ内 　838- 3584)

東部区民福祉センターの催し

第8 回セミナー

家族を考える
日時・内容 下表のとおり
対象 区内在住・在勦で全回とおして
出席できる方
定員40 人
費用 無料

申込方法 往復ハガ キに住所、氏名( ふ
りがな) 、年齡、職業 、電 話番号、「セ
ミナー希望」と明 配

申 込期限8 月31 日消印有効

《 生活教室》

石けんのデコパージュ

観子で石けんのデコパージュしてみ
ませんか。好みの絵や写真を貼つて作

品にします。
日時8 月28日(月) 、午唆1

時30分～3時3(汾
対象 区内 在住の母と子(

大人だけの参加も可)
定員40 人{ 20 組}
費用100 円
申込方法8 月25日から窓
囗または● 話
―いずれも―
場所・申込・同合せ先 東
部又民福祉センター( 〒120
東綾mi ―5―17 　605
―7101)

第8 回 セ ミナー 日 程・内 容
時 間 はい ずれ も午 後6時30 分～8 時30 分

N. Y. T. S. 　240, 000


